




を把握する必要がある。そこで，小型ハンマを用いた単
純圧縮鍛造実験により，鍛造中の温度と変形の測定を行
い，FEM解析に必要な境界条件を求め，実測値と解析
結果を比較した。
　鍛造実験の供試材はφ



　解析精度を向上させ，種々の鍛造品形状に対して適用
するためには，エネルギ効率の実測データを蓄積して評
価することと，理論的に素材と金型の弾性エネルギを計
算することなど，エネルギ効率を求める手法の開発が今
後の課題となっている。
2．3　変形抵抗値




